
四
月
七
日
（
水
）
に
本
校
の
第
六
十
五
回
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
三
百
十
六
人
の
新

入
生
、
保
護
者
が
参
列
し
、
多
数
の
御
来
賓
の
方
々

か
ら
祝
福
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
迫
勝
次
校
長
は
、
式
辞
の
中
で
新
入
生
へ
の
三

つ
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
生
き
抜
く

、

力
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
こ
と
と

「
一

、

『

』

」

生
を
託
せ
る
よ
う
な

夢

を
は
ぐ
く
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
こ
と

「
困
難
を
乗
り
越
え
て
力
強
く
歩
い

、

て
い
く
の
だ
と
い
う
覚
悟
を
決
め
て
ほ
し
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

新
入
生
の
表
情
か
ら
は
、
入
学
し
た
喜
び
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
に
向
け
て
、
新
た
な
決

意
を
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

祝
辞
で
は
、
中
原
浩
一
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
、
詩
人
の

「
相
田
み
つ
を
」
さ
ん
の
言
葉
を
引
用
さ
れ

「

や

、
『

れ
な
か
っ
た
』
と
『
や
ら
な
か
っ
た
』
の
違
い
を
し

っ
か
り
認
識
し
、
正
直
に
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て

ほ
し
い

」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
創

。

設
さ
れ
た
「
キ
バ
レ
三
星
健
児
」
基
金
に
つ
い
て
も

触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
入
生
を
代
表
し
て
、
森
大
輔
君
（
鹿

）

、

屋
東
中
出
身

が

「
素
晴
ら
し
い
伝

統
を
継
承
し
、
互

い

に

切

磋

琢

磨

し
、
友
情
を
深
め

合
い
、
三
星
の
旗

の
も
と
に
、
知
・

徳
・
体
の
調
和
的

向
上
を
目
指
し
、

次
な
る
大
き
な
目

標
に
向
け
努
力
し

て
い
く
こ
と
を
こ。

」

こ
に
誓
い
ま
す

と
力
強
く
決
意
を

述
べ
て
く
れ
ま
し

た
。

三星の風 第43号平成22年5月７日

第４３号
平成２２年

５月７日

鹿児島県立

鹿 屋 高 等 学 校

五
・六
月
の
主
な
行
事
予
定

五
月

六
日
（
木
）
開
校
記
念
講
演
会

八
日
（
土
）
三
星
道
場
①

一
二
日
（
水
）
尿
検
査
（
二
次
）

［
～
一
三
日
］

〃

歯
科
検
診

一
七
日
（
月
）
中
間
考
査
［
～
一
九
日
］

〃

一
年
生
夏
服
販
売

一
八
日
（
火
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
（
午
後
）

〃

自
宅
外
通
学
生
保
護
者
会

一
九
日
（
水
）
奉
仕
作
業
（
三
年
）

〃

尿
検
査
（
二
次
）

［
～
二
〇
日
］

〃

眼
科
検
診

二
〇
日
（
木
）
歯
科
検
診

二
二
日
（
土
）
三
星
道
場
②

二
五
日
（
火
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
追
加
総
会

二
六
日
（
水
）
歯
科
検
診

二
七
日
（
木
）
生
徒
総
会
（
午
後
）

（
三
年
希
望
者
）

二
九
日
（
土
）
駿
台
記
述
模
試

六
月五

日
（
土
）
進
研
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

［
～
六
日
］

七
日
（
月
）
宅
習
時
間
調
査
［
～
一
三
日
］

八
日
（
火
）
耳
鼻
科
検
診

一
〇
日
（
木
）
中
高
連
絡
会

一
一
日
（
金
）
性
に
関
す
る
講
演
会
（
三
年
）

一
二
日
（
土
）
三
星
道
場
③

一
四
日
（
月
）
教
育
相
談
週
間
①

［
～
一
八
日
］

一
八
日
（
金
）
三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ･

進
路
講
演
会

二
四
日
（
木
）
中
学
三
年
生
保
護
者
説
明
会

二
五
日
（
金
）
期
末
考
査
［
～
三
〇
日
］

三
〇
日
（
水
）
防
災
訓
練

※

都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
し
い
三
星
健
児

産
声
を
上
げ
る

六
十
五
期
生

三
百
十
六
人
を
迎
え
た
入
学
式

各種健康診断のお知らせ

学校生活の基本は健康です。健康増進のために各

種健康診断を実施しています。結果が判明したら，

まず治療を行ってください。対外試合や大学入試等

の直前になる前にしっかり治療しましょう。５月の

予定をお知らせします。

１２日（水） 歯科検診（２・３年：３クラス）

〃 尿検査二次（対象者 ～１３日）

１９日（水） 眼科検診（３・２年）

〃 尿検査二次（対象者 ～２０日）

２０日（木） 歯科検診（１・２年： クラス）12
２６日（水） 歯科検診（２年：３クラス）

欠
席
等
の
連
絡
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

や
む
を
得
ず
欠
席
・
遅
刻
す
る
場
合
は
、

必
ず
保
護
者
が
次
の
時
刻
ま
で
に
電
話
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
で

○
朝
課
外
の
あ
る
日

午
前
七
時
十
五
分

○
朝
課
外
の
な
い
日

午
前
八
時
ま
で

○
三
星
道
場
・
模
試

開
始
前
ま
で

先輩からの校歌のプレゼント

校長式辞「新入生に三つのお願い」

大
場

昇

先
生
の
講
演
会

（五
月
六
日
（木
）開
校
記
念
講
演
会
）

五
月
六
日
（
木
）
に
本
校
体
育
館
で
「
開

校
記
念
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
本
校
を
卒
業
さ
れ
た
先
輩

の
お
話
を
お
聞
き
し
、
生
徒
自
身
の
自
己
形

成
・
進
路
実
現
等
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
講
師
に
、
本
校
を
昭
和
四
十
一

年
三
月
に
卒
業
さ
れ
た
作
家
の
大
場
昇
先
生

を
お
招
き
し
ま
し
た
。
先
生
の
御
著
書
は
、

四
月
二
十
四
日
（
土
）
の
南
日
本
新
聞
や
、

四
月
二
十
六
日
（
月
）
の
南
九
州
新
聞
に
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
先
生
の
御
著
書

『

』

。

評
伝

永
田
良
吉

を
お
読
み
く
だ
さ
い



四
月
二
十
一
日
（
水
）
～
二
十

三
日
（
金

、
一
年
生
の
「
宿
泊
学

）

習
」
が
国
立
大
隅
青
少
年
自
然
の

家
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
集
団
宿
泊
生
活

を
通
じ
て
、
知
徳
体
の
調
和
の
と

れ
た
三
星
健
児
育
成
の
一
助
と
す

る
と
と
も
に
、
学
習
意
欲
の
向
上

と
宅
習
の
習
慣
化
、
教
師
と
生
徒

及
び
生
徒
相
互
の
人
間
的
な
触
れ

合
い
や
親
睦
を
図
り
、
望
ま
し
い

人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
ク
ラ
ス
対
抗
に

よ
る
「
長
縄
飛
び
大
会

「
校
歌

」
、

コ
ン
ク
ー
ル
」
や
、
今
後
の
高
校

生
活
に
欠
か
せ
な
い
団
体
行
動
や

自
学
自
習
の
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

「
家
族
へ
の
思
い
」
を
巡
ら
す
時
間
な
ど

、

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
「
万
滝
ハ
イ
キ
ン

グ
」
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
で
中
止
に
な
り
ま
し
た

が

「
長
縄
飛
び
リ
ベ
ン
ジ
大
会
」
等
で
生
徒
た
ち

、
は
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
宿
泊
学
習
を
通
し
て
、
各
学
級
の
団
結
力
は

も
と
よ
り
、
教
師
と
生
徒
と
の
連
帯
感
が
一
層
強
ま

り
ま
し
た
。
本
当
の
三
星
健
児
（
鹿
屋
高
校
生
）
に

な
っ
た
一
年
生
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

四
月
二
十
三
日
（
金
）
に
、

二
、
三
年
生
の
一
日
遠
足
が
あ

り
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
前
日
ま
で
の
雨

の
影
響
で
例
年
行
っ
て
い
る
高

隈
登
山
が
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
生
徒
た
ち
は
大
崎
町
総
合

体
育
館
で
、
一
年
の
宿
泊
学
習

以
来
の
「
長
縄
飛
び
大
会
」
に

大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。
お
昼
ご
ろ
に
は
雨
で
濡
れ

た
芝
生
も
乾
き
、
近
く
の
大
崎

ふ
れ
あ
い
の
里
公
園
で
球
技
な

ど
に
興
じ
ま
し
た
。

二
年
生
は
、
予
定
ど
お
り
、

か
の
や
ば
ら
園
ま
で
の
徒
歩
の

遠
足
を
楽
し
み
ま
し
た
。
公
園

で
は
男
子
も
女
子
も
サ
ッ
カ
ー

な
ど
の
球
技
に
歓
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

、

こ
の
遠
足
で

仲
の
よ
い
学
年

の
「
和
」
が
一

層
深
ま
り
ま
し

。

「

」

た

こ
の

和

が
あ
れ
ば
、
こ

れ
か
ら
の
学
校

生
活
や
進
路
実

、

現
に
向
け
て
も

協
力
し
て
乗
り

越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

上
級
生
と
し

て
、
部
活
動
や

勉
学
に
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組

み
、
鹿
屋
高
校

を
牽
引
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期

。

待
し
て
い
ま
す

開
陽
高
校
通
信
制
の

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
前
期
）
実
施

肝
属
地
区
内
高
等
学
校
の
協
力
で
、
本
校
の

（

）

、

施
設
設
備

第
二
棟
一
階
教
室
等

を
活
用
し

開
陽
高
校
通
信
制
の
授
業
や
試
験
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
実
施
は
次
の
毎
日
曜
日
で
す
。

五
月
一
六
日

二
三
日

六
月

六
日

一
三
日

二
七
日

七
月

四
日

一
一
日

八
月
二
九
日

九
月

五
日
（
こ
の
日
は
別
会
場
で
す

）
。

※

後
期
は
十
月
～
二
月
に
実
施
。

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakoukou/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。
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「三星道場」についてのお知らせ

本校では，ＰＴＡの御協力を得て，朝課外や「三星道場」を実施
しています。ここでは，土曜日を活用して実施の「三星道場」をお
知らせします。保護者の皆様は，生徒の登校について御協力くださ
いますようお願いいたします。

目 的 主体的な学習態度，課題解決力，進路実現への学習，
進路に応じた応用力等を身に付ける。

回 数 年間１３回（３年生は７／３までの４回）実施。
日 程 土曜日 ８：３０～１２：２５（５０分×４限）
形 態 各学級単位を原則，ただし，２年は特別編成あり。
内 容 １ 年 教科学習，進路学習，講話等

２･３年 教科学習，進路学習，小論文指導，
出前授業，講演等

5／8 5／22 6／12 7／3実施日
9／25 10／9 11／13 12／4 12／18
1／15 1／29 2／26 3／5

本当の三星健児になったぞ！
１年生の「宿泊学習」（大隅青少年自然の家）

団体行動の注意を神妙に聞く新入生

クラス一丸となった長縄跳び大会食事の時間での楽しい語らい

一日遠足で「和」が深まる
２･３年生

大きな声で歌った校歌コンクール

３年は芝生で気持ちよく球技２年は元気に歩いて公園に！


